
シンボルマーク 

現地視察に訪れた山内副知事に被害状況を説明する佐々木市長 

人口と世帯 平成 3年 

驚畿黒麟 No.745 

前月比 
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数 16, 418 	(+ 6) 
(9月30日現在 住民基本台帳） 
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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ちま
す
。
 

台
風
1
9号
に
よ
り
 

被
害
に
あ
わ
れ
た
 

市
民
の
み
な
さ
ん
に
 

心
か
ら
お
見
舞
い
 

申
し
上
げ
ま
す
 

大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
1
9
 

号
は
九
月
二
十
八
日
朝
、
本
県

に
最
接
近
し
、
各
地
で
強
風
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
 

こ
の
強
風
に
よ
り
、
主
力
品

種
ふ
じ
の
収
穫
を
間
近
に
控
え

た
当
地
方
の
り
ん
ご
園
は
、
突

風
に
よ
る
落
果
で
ほ
ぼ
壊
滅
状

態
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
、
畑
作
関
係
で
は

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
、建
物

関
係
で
は
住
宅
の
屋
根
の
破
損
、
 

東
高
等
学
校
の
体
育
館
屋
根
の

破
損
と
渡
り
廊
下
の
倒
壊
、
街

路
樹
の
倒
木
等
多
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
同
日
午
前
九
時
に
 

F台
風
1
9号
に
よ
る
災
害
対
策
 
 

本
部
」
（
本
部
長・
佐
々
木
策
造

市
長
）
を
設
置
し
、
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
 

被
害
の
状
況
は
、
次
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。
 

九
月
二
十
八
日
に
は
、
山
内

一副
知
事
ら

一
行
が
リ
ン
ゴ
園
の

被
害
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
 

現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
激
甚
災
害

法
の
適
用
と
落
果
リ
ン
ゴ
に
つ

い
て
の
助
成
」
な
ど
を
要
請
し

ま
し
た
。
 

ま
た
、
佐
々
木
市
長
は
九
月

二
十
九
日
、
被
害
の
最
も
大
き

か
っ
た
七
和
地
区
、
長
橋
地
区

等
を
巡
回
し
、
生
産
者
た
ち
を

激
励
し
ま
し
た
。
 

毎
ち
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
.
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す

シンボルマーヲ
広報

台
風
刊
号
に
よ
り

被
害
に
あ
わ
れ
た

現地視察に訪れた山内副知事に被害状況を説明する佐々木市長

市
民
の
み
な
さ
ん
に

心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
刊

号
は
九
月
二
十
八
日
朝
、
本
県

に
最
接
近
し
、
各
地
で
強
風
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
強
風
に
よ
り
、
主
力
品

種
ふ
じ
の
収
穫
を
間
近
に
控
え

た
当
地
方
の
り
ん
ご
園
は
、
突

風
に
よ
る
落
果
で
ほ
ぼ
壊
滅
状

態
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
畑
作
関
係
で
は

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
、
建
物

関
係
で
は
住
宅
の
屋
根
の
破
損
、

東
高
等
学
校
の
体
育
館
屋
根
の

破
損
と
渡
り
廊
下
の
倒
壊
、
街

路
樹
の
倒
木
等
多
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
同
日
午
前
九
時
に

「
台
風
日
号
に
よ
る
災
害
対
策

本
部
」
(
本
部
長
・
佐
々
木
築
造

市
長
)
を
設
置
し
、
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

被
古
川
の
状
況
は
、
次
ぺ

l
ジ

に
喝
彼
。

1
4
1
 

九
月
二
十
八
円
に
は
、
山
内

，
副
知
事
ら
一
行
が
リ
ン
ゴ
園
の

被
害
状
況
を
調
査
す
る
た
め
、

現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
「
激
甚
災
害

法
の
適
用
と
落
果
リ
ン
ゴ
に
つ

い
て
の
助
成
」
な
ど
を
要
請
し

ま
し
た
。

ま
た
、
佐
々
木
市
長
は
九
月

二
十
九
日
、
被
害
の
最
も
大
き

か
っ
た
七
和
地
区
、
長
橋
地
区

等
を
巡
回
し
、
生
産
者
た
ち
を

激
励
し
ま
し
た
。

前月比

男 23 ， 698 “ (ー 14 ) 
女 26 ， 4 0 8 ¥ " (ー 21 ) 
計 50 ， 106 1.' (-35) 
|世帯数 16 .418 (+ 6) 

( 9月30日現在 日:民基本台帳)

人口と世帯平成3年

翠霊友議議議 No.745 
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平成 3 年（1991年）10月15日 	 広報ごしょがわら 
	

（第745号）② 

一＝ 被害状況 一 

レりんご被害 

被害面積 	 919ヘクタール 

被 害 量 	 12.097トン 

V. 	被害金額 	 1 ,720,338千一円 

ン野菜被害 	 2,224千・円 

ン花き被害 	 131千一円 

ン農林方包設被害（ビ二ールハウス） 

	

46併ニ 	8,815千円 

>文教 1危設 	 4 箇所 36,676千一円 

ンー般住宅、倉庫、作業所等被害 

	

163科ニ 	21,190千円 

）市営住宅 	 4市東 13,755千・円 

）そOM也の公共施設 	 3,443千一円 

＠被害総額 	 1，助6,572千円 

強風で落果したリンゴ（原子地区） 

~ 

 

屋根のトタンが吹き飛ばされた住宅 

 

屋根がめくりあげられた市民文化会館 

 

平成 3年(1991年)10月15日 広報ごしょがわら (第745号)@

被害状況

じ〉 りんこ被害

被害面積

被害量

被害金額

1>野 菜 被害

1>花き被害

919ヘクタール

12，097トン

1， 720，338千 円

2，224千 円

131千 円

1>農林施設被害 (ビニールハウス)

46イ牛 8，815千 円

1>文教施設 4箇所 36，676千円

b一般住宅、倉庫、作業所等被害

じ〉市営 住 宅

1>その他の公共施設

。被害総額

163件 21，190千円

4棟 13，755千円

3，443千 円

1，806，572千円

屋根がめくりあげられた市民文化会館

強風で落果したりンゴ (原子地区)

屋根のトタンが吹き飛ばされた住宅



屋根が吹き飛ばされた東高校の体育館 

被害を受けた 

農家を激励する

佐々木市長 

③平成 3 年（1991年）10月15日 	 広報ごしょがわら 
	

（第745号） 

強風で全壊した 

ビニールハウス 

（高野地区） 

倒壊した東高校の渡り廊下 

@ 平成 3年(1991年)10月15日

強風で全壊した

ビニールハウス
(高野地区)

倒壊した東高校の渡り廊下

広報ごしょがわら

， .. .，... r ，;~ 
‘ 
‘ 

(第745号)

被害を受けた

農家を激励する

佐々木市長



世界の松茸大集合 
~ たけフエア 

i誠雷冨甘誠窒y‘証葡W皿電二g，げ賢曾加驚F雄ぞおど戸事雄「雄舞躍＝臨が露雄尋毒熱紺、 

広報ごしょがわら 	 （第745号）④ 平成 3 年（1991年）10月15日 

関係者によるテープカット 

世界の松茸が集った展示コーナー 

北
限
の
ま
つ
た
け
、世
界
の
松
茸
大
集
合
“
と
銘
打
っ
た
「世

界
ま
つ
た
け
フ
ェ
ア
」
が
十
月
一
日
、
市
民
体
育
館
を
会
場
に

開
か
れ
、
約
ニ
千
五
百
人
が
訪
れ
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
国
、
県
、
 

市
、
農
業
団
体
、
林
業
関
係
者

を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
 

（
委員
長
・
中
谷惣
四
郎
市
農

協
組
合
長
）
が
、
当
市
東
部
で

採
れ
る
北
限
の
ま
つ
た
け
を
観

光
開
発
に
生
か
そ
う
と
今
年
初

め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
 

開
会
式
で
は
、
中
谷
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
、
佐
々
木
策
造
市

長
ら
来
賓
の
祝
辞
に
続
い
て
、
 

関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
た
後
、
待
ち
か
ね
た

大
勢
の
市
民
が
一
斉
に会
場
に

入
場
。
 

会
場
に
は
、
地
元
の
飯
詰
や

戸
沢
、
松
野
木
地
区
な
ど
の
ま

つ
た
け
五
キロ
の
ほか
、山
口
県
、
 

島
根
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
 

岡
山
県
、
広
島
県
、
長
野
県
な

ど
国
内
十
三
県
か
ら
合
計
十
三

キ
ロ
の
まつ
た
け
と
中
国
、
ァ
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
な
ど
海

外
五
か
国
か
ら
合
わ
せ
て
二
十

八
キロ
の
まつ
た
け
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、
会
場
を
訪
れ
た
人
達

は
見
事
な
ま
つ
た
け
に
び
っく

 
【
 

り
し
な
が
ら
も
顔
を
近
づ
け
て

香
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
会
場
に
は
、
き
の
こ
料

理
試
食
、
ま
つ
た
け
酒
の
試
飲
、
 

き
の
こ
販
売
、
各
種
き
の
こ
展

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
、
R
A
B
の
佐
藤

由
美
子
さ
ん
の
司
会
に
よ
る
松

茸
争
奪
ク
イ
ズ
と
、
春
風
亭
鯉

昇
さ
ん
と
柱拳
治
さ
ん
に
よ
る

ま
つ
た
け
落
語
会
、
熱
気
球
の

体
験
飛
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
人
達

は
ま
つ
た
け
の
香
り
を
心
ゆ
く

ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

実
行
委
員
会
で
は
、
今
回
展

示
さ
れ
た
 
「ま
つ
た
け
」
を
市

内
の
社
会
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん

に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
十
月

二
日
、
市
長
公
室
で
贈
呈
式
を

行
い
ま
し
た
。
 

(第745号)ω広報ごしょがわら

まったけ

平成 3年(1991年)10月15日

，向、d

北
限
の
ま
っ
た
け
、
世
界
の
松
茸
大
集
合
グ
と
銘
打
っ
た
「
世

界
ま
っ
た
け
フ
ェ
ア
」
が
十
月
一
目
、
市
民
体
育
館
を
会
場
に

聞
か
れ
、
約
二
千
五
百
人
が
訪
れ
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
園
、
県
、

市
、
農
業
団
体
、
林
業
関
係
者

を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会

(
委
員
長

・
中
谷
惣
四
郎
市
農

協
組
合
長
)
が
、
当
市
東
部
で

採
れ
る
北
限
の
ま
っ
た
け
を
観

光
開
発
に
生
か
そ
う
と
今
年
初

め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

開
会
式
で
は
、
中
谷
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
、
佐
々
木
栄
造
市

長
ら
来
賓
の
祝
辞
に
続
い
て
、

関
係
者
に
よ
る
テ
l
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
た
後
、
待
ち
か
ね
た

大
勢
の
市
民
が
一
斉
に
会
場
に

入
場
。会

場
に
は
、
地
元
の
飯
詰
や

戸
沢
、
松
野
木
地
区
な
ど
の
ま

っ
た
け
五
キ
ロ
の
ほ
か
、
山
口
県
、

島
根
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、

岡
山
県
、
広
島
県
、
長
野
県
な

ど
圏
内
十
三
県
か
ら
合
計
十
三

J
の
ま
っ
た
け
と
中
国
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
韓
国
な
ど
海

外
五
か
固
か
ら
合
わ
せ
て
二
十

八キ
ロ
の
ま
っ
た
け
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、
会
場
を
訪
れ
た
人
達

は
見
事
な
ま
っ
た
け
に
び

っ
く

り
し
な
が
ら
も
顔
を
近
づ
け
て

香
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
に
は
、
き
の
こ
料

理
試
食
、
ま
っ
た
け
酒
の
試
飲
、

き
の
こ
販
売
、
各
種
き
の
こ
展

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

R
A
B
の
佐
藤

由
美
子
さ
ん
の
司
会
に
よ
る
松

茸
争
奪
ク
イ
ズ
と
、
春
風
亭
鯉

界
さ
ん
と
桂
亭
治
さ
ん
に
よ
る

ま
っ
た
け
務
語
会
、
熱
気
球
の

体
験
飛
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
人
達

は
ま
っ
た
け
の
脊
り
を
心
ゆ
く

ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
今
同
展

示
さ
れ
た
「
ま
っ
た
け
」
を
市

内
の
社
会
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん

に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
十
月

二
日
、
市
長
公
室
で
贈
呈
式
を

行
い
ま
し
た
。

関係者によるテープカット

世界の松茸が集った展示コーナー



（第745号） 広報ごしょがわら ⑤平成 3 年（1991年）10月15日 

たくさんのキノコが揃ったキノコ展示コーナー 

' 

笑いを誘ったまつたけ落語会 

佐藤由美子さんの司会で盛り上ったクイズ大会 

ト～～~ 

大好評だったまつたけご飯の試食コーナー 

高
額
寄

付
者
な
ど

に
 

感
謝
状

を
贈
る
 

市
で
は
十
月
一
日
、
昨
年
十

月
か
ら
今
年
九
月
ま
で
の
間
に

教
育
振
興
、
公
共
施
設
、
ス
ポ
 

ー
ッ
振
興
な
ど
に
寄
付
、
寄
贈

さ
れ
た
個
人
、
団
体
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。
 

産
経
会
館
で
行
っ
た
贈
呈
式

に
は
、
佐
々
木
市
長
を
は
じ
め

受
賞
者
な
ど
約
二
十
人
が
出
席
 
 

し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
佐
々
木
市
長
が
受
 

賞
者
一
人
ひ
と
り
に
感
謝
状
を
 

贈
り
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
 

す
。
 

（敬
称
略
）
 

東
北
電
力
翻
五
所
川
原
営
業
所
 

（
田
町）
 

囲
ュ
ァ
テ
ッ
ク
五
所
川
原
営
業
 
 

所

（漆
川
）
 

青
森
銀
行
従
業
員
組
合
 

五
所
川
原
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ン
プ
 

会
 

N
T
T五
所
川
原
支
店
 

津
鉄
観
光
囲
（
大
町
）
 

園
晃
玄
産
業

（
毘
沙門
）
 

囲
五
所
川
原
中
央
青
果
（
広
田）
 

同
津
軽
金
山
焼
（
金
山
）
 

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
 

ラ
ブ
 

連
合
青
森
西
北
五
地
域
協
議
会
 

村
上
誠
一
 
（
弘
前
市
）
ー
故
村
 

村
純
一
氏
長
男

ー
 

東
京
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
卿
（
東
京
 

都
）
 

江
良
産
業
脚
（
毘
沙
門
）
 

五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
会
 

岡
山
県
備
前
市
美
術
展
審
査
委
 

員
上
口
延
豊
丘
（
大
阪
府
）
 

嶋
谷
敏
（
一
野坪
）
 

感謝状贈呈式 

(第745号)

たくさんのキノコが揃ったキノコ展示コーナー

広報ごしょがわら@ 平成 3年 (1991年)10月15円

a-a奪
園
田

F

""~会~M""弘佐藤由美子さんの司会で盛り上ったクイズ大会

笑いを誘ったまったけ落語会

高
額
寄
付
者
な
ゼ
に

感
謝
状
を
贈
答

市
で
は
十
月

一
目
、
昨
年
十

月
か
ら
今
年
九
月
ま
で
の
聞
に

教
育
振
興
、
公
共
施
設
、
ス
ポ

ー
ツ
振
興
な
ど
に
寄
付
、
寄
贈

さ
れ
た
個
人
、
団
体
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

.
産
経
会
館
で
行

っ
た
贈
呈
式

に
は
、
佐
々
木
市
長
を
は
じ
め

受
賞
者
な
ど
約
二
十
人
が
出
席

大好評だったまったけご飯の試食コーナー

し
ま
し
た
。

式
で
は
、
佐
々
木
市
長
が
受

賞
者

一
人
ひ
と
り
に
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

(

敬
称
略
)

東
北
電
力
側
五
所
川
原
営
業
所

(田
町
)

側
ユ
ア
テ

ッ
ク
五
所
川
原
営
業

I々
咋
ベ
ハ

-
記
事
予
三

感謝状贈呈式

所

(漆
川
)

青
森
銀
行
従
業
員
組
合

五
所
川
原
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ン
プ

会N
T
T
五
所
川
原
支
庖

津
鉄
観
光
側

(大
町
)

国
間
晃
玄
産
業

(毘
沙
門
)

側
五
所
川
原
中
央
青
果
(広
田
)

伺
津
軽
金
山
焼

(金
山
)

五
所
川
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ

連
合
青
森
西
北
五
地
域
協
議
会

村
上
誠

一
(
弘
前
市
)
|
故
村

村
純

一
氏
長
男
|

東
京
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
側

(東
京

都
)

江
良
産
業
側

(毘
沙
門
)

五
所
川
原
市
学
校
薬
剤
師
会

岡
山
県
備
前
市
美
術
展
審
査
委

員
1

吉
延
豊
丘

(大
阪
府
)

嶋
谷
敏

(一

野
坪
)
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広報ごしょがわら （第745号）⑥ 

第
二
回
虫
送
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
 

皇
開
か
れ

る
 

平成 3 年（1991年）10月15日 

市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健

康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、活

力
あ
る
市
勢
の
発
展
と
ス
ポ

ー
 

ツ
の
普
及
、振
興
を
図る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
 
「虫
送
り

健
康
ア
ラ
ソ
ン大
会
」
が
台
風

一
過
の
秋晴
れ
に
恵
ま
れ
た
九

月
二
十
九日
、
北
斗
グ
ラ
ン
ド

と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
を
会場
 
 

に
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
教
育
委
員
会

が
主
催
し
、
五
所
川
原
市
国
民

健
康
保
険
が
協
賛
し
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、今
年
で
二
回

目
と
な
り
ま
す
。
 

大
会
に
は
、
市
内
の
小
学
校

五
年
生
から
高
校
生
ま
で
と
近

隣
市
町
村
か
ら
一
般
の
選
手約
 
 

三
百
人
が参
加
し
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、佐
々
木
市
長
、
 

来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
 

五
一
中
二年
の
木
村
準
兵
く
ん

が
選
手
宣
誓を
行
い
、
準
備
体

操
の
後
、七
組
に
分
か
れ
て
ス

タ
1
ト
。
 

河
原
を
吹
き
抜
け
る
さ
わ
や

か
な
風
を
う
け
て
、
参
加
選
手

た
ち
は
健
脚
を
競
い
、
心
地
良

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

●小
学
生
▽
五
年
（
女
）
①「
1
 

浦
恵
子
（
梅
泉
小
）
②
山
川
祐

美
子
令
一
 
田
春香
④
曽
我
千
鶴

⑤
櫓
崎
生
乃
（
以
上
五
小
）⑥

葛
西
玲
美
（
栄
小
）
マ
同
（男
）
 

①
長
尾
裕
士
（鶴
ケ
岡
小
）
②

高
杉
竜
也
（
一
野坪
小
）
③
川

村
崇
之
（
五
小
）
④
鹿
内
隆
範
 

（梅
泉
小
）
⑤
工
藤
伸
強
回
鳥

村
雄
平

（
以上
五
小
）
▽
六
年
 

（女
）
①
伝
法
敦
子
（
鶴
ケ
岡

小
）
②
土
岐
雪
乃
（
野
里
小
）
 

③
鎌
田
陽
フ
る
毛
内
淑
子
（
以

上
五
小
）
⑤
川
村
弥
生
（中
央

小
）
⑥
伊
藤
里
織
（
南
小
）
マ
 
 

同
（
男
）
①
福
士真
人
②
成
田

亮
（
以
上
梅
泉
小
）
異

不
良
岡

大
樹
④
佐
藤
公英
（
以上
五
小
）
 

⑤
川
口
勉
（
梅
泉
小
）
⑥
」」
苗

賢
英
（
五
小
）
●
中
学
生
▽
一

年
（
女
）
①
成
田清
野
②
松
橋

美
樹
（
以上
五
三
中
）
③
伊
藤

陽
子
④
笠
井
耐
子
⑤
曽
我
八
千

代
（
以
上
五
一
中）
⑥
堀
内
照

美
（
五
二
中
）
▽同
（
男
）
①

福
士
新
太
郎
（
五
三
中
）
②
小

野
三
康
（
三
好
中
）
③
成
田
拓

未
（
五
三
中
）
▽
一一
年
（女
）
 

①
藤
田
瞳
（
五
三
中）
マ
同
（男
）
 

①
笹
森
誠
（五
「
弔
）
②
渋
谷

修
平
（
」
好
中
）
▽
一
一
犀
（
男
）
 

①
小
鹿
明
義
②
成
田
育
止
志
農
」
 

藤
昭
造
④
成
田
愛
ツ
日
川
和
治
 

（
以上
五
三
中
）⑥
鶴
谷
光
広
 

（五
二
中
）
▽
高
校
（男
）
①

吉
田
康
②
蓄
西
智
貴
③
小
山
内

博
輝
④
神
大輔
⑤
工
藤
幸
司
⑥

佐
々
木
智
寿
（
以上
五
高
）
▽

一
般
（
女

ー
2
9歳
ま
で
）
①
シ

ャ
ロ
ン
ケ
リ
・
マ
ッ
カ
ス
ィ

ー
 

（
み
どり
町
）
▽
同
（男
ー
3
9
 

歳
ま
で
）
①
津
田
秀
治
（
青
森

市
）
②
其
田
明
人
（
下
岩
崎
）
 

③
鳴
海
利
英
（
青森
市
）
④
藤

田
昭
男
（
元
町
）
臭
畢

一
（飯

詰
）
▽
同

（
女
ー3
9歳
ま
で
）
 

①
奥
瀬
晶
子
（
み
ど
り
町
）
②

三
上
洋
子
（
飯
詰
）
▽
同
（
男
 

ー
4
9歳
ま
で
）
①
村
上成
士
舎

森
市
）
②
高
橋
喬

（高
野
）
③

青
山
勉
（
錦
町
）
④
奥
瀬
康
一
一
 

（
み
どり
町
）⑤
神
正
男
（
青

森
市
）
⑥
乗
田
博
志

（
次畑
）
 

青
森
県
が
、花
と
み
ど
り
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
ぎ
して
、
毎

年
行
っ
て
い
る
 
「青
森
県
花
だ

ん
コ
ン
ク
ー
ル
」
 
に於
て
、
当

市
役
所
前
お
ま
つ
り
広場
の
花

だ
ん
が
、職
場
の
部
で
、佳
作

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

お
祭
り
広
場
の
花
だ
ん
に
は

春
の
始
め
の
パ
ン
ジー
に
始
ま

り
、
ベ
コ
ニ
ァ
、花
菖
蒲
な
ど

次
か
ら
次
へ
と
、
可
愛
い
い花
 
 

マ
同

（女
）
①
七
戸
光子

（
下

平
井
町
）
②
荒
川
久
美
子
（
青

森
市
）
③
乗
田礼
子
（
吹畑
）
 

里
口
崎
キ
ン
（
弘前
市
）
▽
同
 

（
女ー
5
0歳
以
上
）
①
桜
庭
福

子
（
松
島
町
）
▽
同
（男
ー
5
9
 

歳
ま
で
）
①
三
浦
哲
夫
（
み
ど

り
町
）②
古
川
勇
一
（
末広
町
）
 

③
蝦
名
泰
治
（
毘
沙
門
）④
片

山
乃
武
男
（
長
富
）
⑤
竹
谷
清

治
（
若
葉
）⑥
小
野
工
（
栄
町
）
 

マ
同
（男
ー
6
0歳
以
上
）①
一l
I
 

上
カ
オ
ル
（
金
山
）②
敦
賀
又

四
郎
（
金
山）
③斎
藤
泰
一
 
（
青

森
市
）
里
呂
野
淳
（
弥
生
町
）
 

③
局
瀬
兼
作
（
元
町）
⑥
三
P
 

太
一
郎
（
末
広
町
）
 

々
が
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

咲
い
て
い
ま
す
。
 

花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「職

場
」
 
「学
校
」
及
び
町
内
会
な

ど
の
 
「地
域
」
と
、
部
門
毎
に

審
査
さ
れ
る
も
の
です
。
 

市
民
の
み
な
さ
ん
、来
年
の

春
に
は
、花
だ
ん
づ
く
り
を
楽

し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

さわやかな風をうけて健脚を競った大会 

「佳
作
入

賞
」
お
祭
り
広
場

の
花
だ

ん
 

ー
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
ー
 

《
 

(第745号)@広報ごしょがわら平成 3年(1991年)10月15日

第
一
一
回
虫
送
り
健
康
マ
ラ
ソ
シ

聞

か

れ

る

市
民
が
生
涯
に
わ
た

っ
て
健

康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
活

力
あ
る
市
勢
の
発
展
と
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
、
振
興
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
「
虫
送
り

健
康
マ
ー
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
台
風

一
過
の
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
九

月
二
十
九
日
、
北
斗
グ
ラ
ン
ド

と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ

l
スi
を
会
場

に
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
教
育
委
員
会

が
主
催
し
、
五
所
川
原
市
国
民

健
康
保
険
が
協
賛
し
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
二
回

目
と
な
り
ま
す
。

大
会
に
は
、
市
内
の
小
学
校

五
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
と
近

隣
市
町
村
か
ら
一
般
の
選
手
約さわやかな風をうけて健脚を競った大会

三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
佐
々
木
市
長
、

来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

五
一
中
二
年
の
木
村
準
兵
く
ん

が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
準
備
体

操
の
後
、
七
組
に
分
か
れ
て
ス

タ
ー
ト
。

河
原
を
吹
き
抜
け
る
き
わ
や

か
な
風
を
う
け
て
、
参
加
選
手

た
ち
は
健
脚
を
競
い
、
心
地
良

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

・
小
学
生
マ
五
年

(
女
)
①
三

浦
恵
子
(
梅
泉
小
)
②
山
川
祐

琴
不
通
田
春
香
④
曽
我
千
鶴

⑤
楢
崎
生
乃
(
以
上
五
小
)
⑥

葛
西
玲
美
(
栄
小
)
マ
同
(
男
)

①
長
尾
裕
士
(
鶴
ケ
岡
小
)
②

高
杉
竜
也

(
一
野
坪
小
)
③
川

村
山
宗
之
(
五
小
)
④
鹿
内
隆
範

(梅
泉
小
)
⑤
工
藤
伸
称
@
鳥

村
雄
平
(
以
上
五
小
)
マ
六
年

(女
)
①
伝
法
敦
子

(
鶴
ケ
岡

小
)
②
土
岐
雪
乃

(
野
里
小
)

③
鎌
田
陽
平
③
毛
内
淑
子
(
以

上
五
小
)
⑤
川
村
弥
生
(
中
央

小
)
⑥
伊
藤
里
織
(
南
小
)
マ

同

(男
)
①
福
士
真
人
②
成
田

(五
二
中
)
マ
高
校
(
男
)
①

亮
(
以
上
梅
泉
小
)
③
奈
良
岡
吉
田
康
⑦
嵩
西
智
貴
③
小
山
内

大
樹

ω佐
藤
公
英
(
以
上
五
小
)
博
輝
④
神
大
輔
⑤
工
藤
幸
司
⑤

⑤
川
口
勉

(梅
泉
小
)
⑥
成
田
佐
々
木
智
寿
(
以
上
五
高
)
マ

賢
英
(
五
小
)

・
中
学
生
マ
一

一

般

(女

l
m歳
ま
で
)
①
シ

年

(女
)
①
成
田
清
野
②
松
橋
ャ
ロ
ン
ケ
リ

・
マ
ッ
カ
ス
イ
l

美
樹
(
以
上
五
三
中
)
③
伊
藤
(
み
ど
り
町
)
マ
同

(男

羽

陽
子
④
笠
井
耐
子
⑤
曽
我
八
千

歳
ま
で
)
①
津
田
秀
治
(
青
森

代
(
以
上
五
一
中
)
⑥
堀
内
照
市
)
②
其
田
明
人
(
下
岩
崎
)

美
(
五
二
中
)
マ
同

(男
)
①
③
鳴
海
利
英
(
青
森
市
)
④
藤

福
士
新
太
郎
(
五
三
中
)
②
小
田
昭
男
(
元
町
⑤
今
孝

二

飯

野
三
康

(
三
好
中
)
③
成
田
拓
詰
)
マ
同

(女
|
羽
歳
ま
で
)

宋
(
五
三
中
)
マ

二
年

(女
)
①
奥
瀬
品
子
(
み
ど
り
町
)
②

白
藤
田
瞳
(
五
三
中
)
マ
同
(男
)
三
上
洋
子
(
飯
詰
)
マ
同

(男

①
笹
森
誠

(
五
三
中
)
②
渋
谷

|
柑
歳
ま
で
)
①
村
上
成
士
害

修
平
(
三
好
中
)
マ
三
年
(男
)
森
市
)
②
高
橋
喬
(
高
野
)
③

①
小
鹿
明
養
②
成
田
育
律
⑤
佐
育
山
勉
(
錦
町
)
④
奥
瀬
康
二

藤
昭
池
②
成
田
烈
⑤
白
川
和
治
(
み
ど
り
町
)
⑤
神
正
男
(
育

(
以
上
五
三
中
)
⑥
鶴
谷
光
広
森
市
)
⑥
乗
田
博
志

(
次
畑
)

「
佳
作
入
賞
」
お
祭
り
広
場
の
花
だ
ん

ーl
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
ー
ー

青
森
県
が
、
花
と
み
ど
り
の
々
が
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
て
、
毎
咲
い
て
い
ま
す
。

年
行
っ
て
い
る
「
青
森
県
花
だ
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
「
職

ん
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
於
て
、
当
場
」
「
学
校
」
及
び
町
内
会
な

市
役
所
前
お
ま
つ
り
広
場
の
花
ど
の
「
地
域
」
と
、
部
門
毎
に

だ
ん
が
、
職
場
の
部
で
、
佳
作
審
査
さ
れ
る
も
の
で
す
。

に

選

ば

れ

ま

し

た

。

市

民

の

み

な

さ

ん

、

来

年

の

お
祭
り
広
場
の
花
だ
ん
に
は
春
に
は
、
花
だ
ん
づ
く
り
を
楽

春
の
始
め
の
パ
ン
ジ
ー
に
始
ま
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

り
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
花
菖
蒲
な
ど

次
か
ら
次
へ
と
、
可
愛
い
い
花

マ
同

(女
)
①
七
戸
光
子
(
下

平
井
町
)
②
荒
川
久
美
子
(
青

森
市
)
③
乗
田
礼
子

(吹
畑
)

④
吉
崎
キ
ン
(
弘
前
市
)
マ
同

(女
!
日
歳
以
上
)
①
桜
庭
福

子
(
松
島
町
)
マ
同

(男

日

歳
ま
で
)
①
三
浦
哲
夫
(
み
ど

り
町
)
②
古
川
勇
二
末
広
町
)

③
蝦
名
泰
治
(
毘
沙
門
)
④
片

山
乃
武
男
(
長
寓
)
⑤
竹
谷
清

治
(
若
葉
)
⑥
小
野
工
(
栄
町
)

マ
同

(男
|
印
歳
以
上
)
①
三

上
カ
オ
ル
(
金
山
)
②
敦
賀
又

四
郎
(
金
山
)
③
斎
藤
泰

一
(
青

森
市
)
安
葺
淳
(
弥
生
町
)

⑤
高
瀬
兼
作

(元
町
)
⑤
三
戸

太

一
郎
(
末
広
町
)



大
自
然
の
中
で
、
各
人
が
つ

く
り
あ
げ
た
も
の
を
持
ち
よ
っ

て
、
遊
び
心
を
満
喫
す
る
自
由

人
達
の
創
造
空
間
を
目
指
す
 

「手
づ
く
り
村
ま
つ
り
・オ
ン
ニ

ャ
カ
ー
ニ
バ
ル2
」
が
十
月
五
・

六
の
両
日
、
市
内
金
山
の
大
た

め
池
で
開
か
れ
、
大
勢
の
市
民

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

「オ
ン
ニ
ャ
」
と
は
津
軽
弁

で
 
「外
」
と
い
う
意
味
。
 

同
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、実
行
委

員
長
の
三
上
真
輝
さ
ん
と
そ
の

仲
間
で
あ
る
「
し
ぼ
と
の
会
」
 

の
呼
び
か
け
で
開
い
た
も
の
で

今
年
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
。
 

水
が
な
く
な
っ
た
大
た
め
池

の
会
場
に
は
、
陶
芸
と
津
軽
凧
、
 

ワ
ラ
工
芸
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
 

第
四
回
青
森
県
青
年
の
船
団

員
と
し
て
中
国
、
韓
国
に
派
遣

さ
れ
て
い
た
、
当
市
の
団
員
十

六
人
の
う
ち
、古
川
勝
治
さ
ん
、
 

山
形
邦
康
さ
ん
、
七
戸
加
津
子

さ
ん
、
佐
藤
裕
子
さ
ん
、
木
村

政
幸
さ
ん
の
五
人
が
十
月
二
日
、
 

記
念
の
青
磁
の
つ
ぼ
を
た
ず
さ

え
て
市
役
所
を
訪
れ
、
小
山
内

助
役
に
帰
国
報
告
を
し
ま
し
た
。
 

団
員
は
、
九
月
八
日
か
ら
一
一
 

写
真
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
展
示

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

五
日
の
夜
に
は
、
た
め
池
の

周
囲
に
百
本
余
の
た
い
ま
つ
を

掲
げ
、
津
軽
三
味
線
、
フ
ラ
メ

ン
コ
ギ
タ
十
の
演
奏
、
ロ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
開
か
れ
、
 

星
空
の
下
、
手
づ
く
り
の
ま
つ

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
六
日
に
は
手
づ
く
り

教
室
、
ふ
な
釣
堀
、
野
だ
て
、
 

ニ
ワ
ト
リ
生
け
捕
り
ゲ
ー
ム
な

ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
親
子
づ

れ
が
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。
 

十

一
日
ま
で
の
十
四
日
間
、
洋

上
研
修
を
は
じ
め
、
日
中
、
日

韓
友
好
青
年
交
歓
会
で
親
善
を

深
め
、
風
土
、
生
活
、
文
化
な

ど
を
学
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
 

団
員
の
代
表
者
た
ち
は
 
「言

葉
が
通
じ
な
く
と
も
、
す
ぐ
友

だ
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
経
験
を
郷
土

の
発
展
に
尽
く
し
た
い
」
と
決

意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

手
づ

く
り
の

ま

つ
り
を

満
 

ー
オ
ン

ニ
ャ
カ
ー
ニ
バ
ル

2
ー
 

芸器散歩 

市内の公園・文化碑

史跡等を紹介してい

きます。 

⑥玉清水牧場 

春
五
月
、
賛
珠
の
裾
野
に
展

け
た
、
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
牧

場
に
放
牧
さ
れ
た
、
百
五
十
頭

の
黒
毛
和
牛
が
、
今
の
ん
び
り

と
草
を
食
ん
で
い
ま
す
。
 

で
も
、
も
う
辺
り
は
す
っ
か
 

り
秋
の
気
配
。そ
ろ
そ
ろ
退
牧
 

（
毎
年
十月
末
）
の
時期
で
す
。
 

す
っ
か
り
大
き
く
な
っ
た
仔

牛
達
と
も
、
少
し
の
お
別
れ
。
 

春
に
な
っ
て
、
又
、
元
気
で
逢

え
る
と
い
い
で
す
ね
。
 

主
月
年
の
船

団

員
が

帰
国
報

告
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手
ザコ

く
り
の
ま
つ
k

-|
オ
ン
ニ
ャ
カ
ー
ニ
バ
ル
2
|

け
を
満
喫

大
自
然
の
中
で
、
各
人
が
っ

く
り
あ
げ
た
も
の
を
持
ち
よ
っ

て
、
遊
び
心
を
満
喫
す
る
自
由

人
達
の
創
造
空
間
を
円
指
す
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「
手
づ
く
り
村
ま
つ
り
・オ
ン
ニ

ヤ
カ
ー
ニ
バ
ル

2
」
が
卜
月
五
・

六
の
両
日
、

市
内
金
山
の
大
た

め
池
で
聞
か
れ
、
大
勢
の
市
民

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
オ
ン
ニ
ャ
」
と
は
洋
経
弁

で
「
外
」
と
い
う
意
味
。

同
カ
ー
ニ
バ

ル
は
、

実
行
委

員
長
の
三
上
其
輝
さ
ん
と
そ
の

仲
間
で
あ
る
「
し
ぼ
と
の
会
」

の
呼
び
か
け
で
聞
い
た
も
の
で

今
年
で
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

水
が
な
く
な

っ
た
大
た
め
池

の
会
場
に
は
、
陶
芸
と
津
軽
凧、

ワ
ラ
工
芸
の
実
演
コ
ー
ナ
ー
、

第
問
問
中
げ
森
県
青
年
の
船
団

員
と
し
て
中
国
、
韓
国
に
派
遣

さ
れ
て
い
た
、
当
市
の
団
員
ト

六
人
の
う
ち
、古
川
勝
治
さ
ん
、

山
形
邦
康
さ
ん
、
ヒ
戸
加
浄
子

さ
ん
、
佐
雌
裕
子
さ
ん
、
木
村

政
幸
さ
ん
の
五
人
が
十
月
二
川、

記
念
の
汗
磁
の
つ
ぼ
を
た
ず
さ

え
て
市
役
所
を
訪
れ
、

小
山
内

助
役
に
帰
国
報
告
を
し
ま
し
た
。

団
員
は
、
九
川
八
U
か
ら
二

写
真
、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
の
展
示

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
日
の
夜
に
は
、
た
め
池
の

周
囲
に
百
本
余
の
た
い
ま
つ
を

崎
げ
、
清
軽
三
味
線
、
フ
ラ
メ

ン
コ
ギ
タ
ー
の
演
奏
、
ロ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
聞
か
れ
、

星
空
の
下
、
手
引
つ
く
り
の
ま
つ

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
六
日
に
は
手
づ
く
り

教
室
、
ふ
な
釣
堀
、
野
だ
て
、

ニ
ワ
ト
リ
生
け
捕
り
ゲ
l
ム
な

ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
親
子
づ

れ
が
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

ト

一
日
ま
で
の
卜
問
日
問
、

洋

L
L
研
修
を
は
じ
め
、
日
中
、

日

韓
友
好
青
年
交
歓
会
で
親
善
を

深
め
、
風
土
、
生
活
、
文
化
な

ど
を
学
ん
で
き
た
も
の
で
す
。

団
員
の
代
表
者
た
ち
は
「
言

葉
が
通
じ
な
く
と
も
、
す
ぐ
友

だ
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
経
験
を
郷
土

の
発
展
に
尽
く
し
た
い
」
と
決

怠
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

/!i=fOP j 
/??二/散歩
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市内の公園 ・文化碑
史跡等を紹介してい
きます。

⑥ 玉清水牧場

春
五
月
、
党
珠
の
裾
野
に
展

け
た
、
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
牧

場
に
放
牧
さ
れ
た
、
百
五
十
頭

の
黒
毛
和
牛
が
、
今
の
ん
び
り

と
草
を
食
ん
で
い
ま
す
。

で
も
、
も
う
辺
り
は
す
っ
か

り
秋
の
気
配
。
そ
ろ
そ
ろ
退
牧

(毎
年
十
月
末
)
の
時
期
で
す
。

す
っ
か
り
大
き
く
な
っ
た
仔

牛
達
と
も
、
少
し
の
お
別
れ
。

春
に
な
っ
て
、
又
、
元
気
で
逢

え
る
と
い
い
で
す
ね
。

稲葉ヨ£協おむ

市内



こ
の
地
に
住
ん
で
三
十
年
、
 

り
か
わ
る
市
街
地
に
あ
っ
て
、
 

新
し
い
家
が
建
ち
、
年
々
、
移
 
八

幡
様
の
一
画
だ
け
は
、
昔
な
 

が
ら
の
風
情
を
と
ど
め
、
訪
れ

る
人
に
ほ
っ
と
す
る
安
ら
ぎ
と

郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
。
 

地
名
発
祥
の
ゆ
か
り
の
地
、
 

風
雪
に
耐
え
、
深
い
年
輪
を
刻

ん
だ
樹
木
も
多
く
、
四
季
折
々

に
、
美
し
い
色
彩
を
た
の
し
ま

せ
、
ふ
る
里
の
歴
史
を
静
か
に

語
り
か
け
て
く
れ
る
。
 

昔
、
防
風
林
の
ポ
プ
ラ
並
木

が
聾
え
、
日
中
で
も
く
ら
か
っ

た
 
「八
幡
様
の
森
」
は
、
子
供

た
ち
の
冒
険
心
を
か
き
た
て
る

格
好
の
遊
び
場
だ
っ
た
と
懐
古

す
る
人
も
少
く
な
い
。
 

身
近
か
に
、
自
然
の
遊
び
場

を
失
っ
た
、
今
の
子
供
た
ち
に

と
っ
て
、
小
鳥
の
さ
え
ず
る
こ

の
場
所
は
、
恵
ま
れ
た
心
の
安

息
地
で
あ
り
、
豊
か
な
夢
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
く
れ
る
 
「ふ
れ
あ

い
の
森
」
 
にな
っ
て
い
る
。
 

「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
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片
え
 示

 

こ
こ
が

好
き
で

す
 
⑩
 

 

  

     

五所川原市民総合文化祭 
I砕 	間 会 場 行 	」‘ ~ H 	f本 	名 時 間 会 場 1了 団 体 名 

1011 2711 9:00 - 17:00 中央公民館 第31同県ト俳句大会 IHリ「 Hll京りHlJ会 1111 	3 	Fl 
一 4 日 

9:00-- 17:00 中央公民館 華道 展 示 会 
華道 小 原 流 

1011 2911 18'00---2 1:00 中央公民館 謡 曲 大 会 五I折川原宝生会 華道 龍 生 派 

m
 

 

9:00-17:01) 中央公民館 第31回菊花大会 五所川原晩香会 

11)1 	3 	II 10:00-15:00 中央公民館 「有 民 茶 会 

茶道 表 干 家 

11 	l 	I 	El 
- 	4 	Ii 

9:00- 17:00 中央公民館 

市老人クラブ 
よ恥床の作品展示会 

五所川原市 
老人クラブ連合会 茶道 裏 千 家 

盆 栽 展 示 会 五所川原盆栽会 茶道 遠 州 流 

1111 3 II 

-4 II 
9:00-17:00 

絵 画 展 示 会 チャーチル会 

11月 3 [1 

10:00---l1:00 

中央公民館 

筆曲（琴）発表会 松 	葉 	会 

木彫作品犀示会 木 彫 の 会 11:00-12:00 民 謡 発 表 会 IL所川原民謡協会 

染 色 展 示 会 染 色 研 究 会 !3:00-- 14:00 津軽三味線発表会 津軽二昧線滝栄会 

書 道 展 示 会 五所川原書道会 14:00-15:00 詩 吟発 表 会 五所川原吟詠会 

盤 景 展 示 会 五所川原紫操会 15:00- 15:30 ノぐレュ，発表会 山田芳子バレ工教室 
中央公民館 

絵 画 展 示 会 光 	彩 	会 ]lIi 4 日 14:0O-15:30 中央公民館 舞 踊 発 表 会 綾 	扇 	会 

ちぎり絵作品展示会 和紙ちぎり絵貴装 11月 5 日 13:00-16:00 集合場所 
中央公民館 

市内文化碑めぐり 五所川原市 
文化振興会議 

藤作品展示会 藤手芸趣味の会 9:00- 17:00 中央公民館 第31回県下短歌大会 五所川原短歌会 

華 遭 展 示 会 
華道 池 	坊 10:00-12:00 中央公民館 植物研究発表会 津軽植物の会 

華道 遠 州 流 12J1 22 Fl ]2:00-16:00 市民文化会館 音 楽 発 表 会 
五所川原 
音楽サ一ク ル 

 

砂
肢
し
跳
ね
と
ぶ
ち
ち
ろ
鳴
く
 

ち
ち
ろ
 

松
宮
梗
子
 

か
J
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観
世
音
ざ
く
ろ
は
小
さ
き
壷
と
 

な
り
 

斎
藤
今
日
子
 

刺
子
糸
の
色
美
し
く
小
鳥
来
る
 

対
馬
障
子
 

朝
顔
や
赤
子
目
覚
め
の
大
あ
く
 

び
 

成
田
市
子
 

 

ほ
ど
ほ
ど
に
熟
れ
て
林
檎
の
尻

原
く
ぼ
 

 

抜
鶏
 

物
ば
発
き
て
時
つ
く
り
け
り
羽
 

月
夜
に
て
入
歯
の
白
を
よ
く
洗
 

ふ
 

尾
崎
泉
草
 

五
所

川
原

俳
句
会
 

俳 
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敦
賀
晴
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北
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す

広報ごしょがわら

り
か
わ
る
山
街
地
に
あ
っ
て
、

八
幡
峨
の
一
同
だ
け
は
、
什
な

「ふ
れ
あ
い
の
森
」

山

こ
の
地
に
住
ん
で

4

・
卜
作
、

新
し
い
家
が
控
ち
、

年
々
、
移

平成 3年(1991年)10月15日

⑩ 

谷

清

さ

ん

(市
内
元
町
一
五
一
一

ー
こ

が
ら
の
胤
怖
を
と
ど
め
、
訪
れ

る
人
に
ほ

っ
と
す
る
安
ら
ぎ
と

郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
。

地
名
発
祥
の
ゆ
か
り
の
地、

胤
吟
に
耐
え
、
深
い
年
怖
を
刻

ん
だ
樹
木
も
多
く
、
問
季
折
々

に
、
美
し
い
色
彩
を
た
の
し
ま

せ
、
ふ
る
引
の
歴
史
を
静
か
に

語
り
か
け
て
く
れ
る
。

作
、
防
胤
林
の
ポ
プ
ラ
並
木

が
後
え
、

川
小
で
も
く
ら
か
っ

た
「
八
附
様
の
森
」
は
、
チ
供

た
ち
の
日
険
心
を
か
き
た
て
る

栴
好
の
遊
び
助
だ

っ
た
と
悼
ト
け

す
る
人
も
少
く
な
い
。

身
近
か
に
、
自
然
の
遊
び
場

を
失
っ
た
、
今
の
4
J
供
た
ち
に

と
っ
て
、
小
九
の
さ
え
ず
る
こ

の
場
所
は
、市泊
ま
れ
た
心
の
安

息
地
で
あ
り
、
笠
か
な
夢
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
く
れ
る
「
ふ
れ
あ

い
の
森
」
に
な
っ
て
い
る
。

五所川原市民総合文化祭
1I 11 11年 1m 会 I坊 ィr 'IC ト~ f本名 1I 11 uS 1m 会 JJ，.~ fi '1> トR f本名

10112711 9: 00 17:00 '1'央公民館 ~31[1l1県ド俳句 k会 江戸;1[川H;!俳 11)会 1111311 'I~ili '1、 IJ百 ilrE

~ 11 
9:00 17:00 '1'央公民館 情 ili展示会

10112911 18:00 21 :00 中央公民館 ，::a 1111 大会 II.lifrJJIJJ;!-="Il'I-:会 '，Y;l且古IT 'Ie ィ民

101 13)01l 4 l 9:00 17∞ 中央公民館 ，;';31川焔他大会 li.所川原晩件会 茶道，& T- 家
11" 4 11 

1111 1 11 I紳li 1Eほ人のクf1ノ~プ1\1民;[~1':- l任u人;(r川クIJ;ラfrlブ1 l i AA  1111311 10・00 15:00 中央公民館 rli lX .t，空会 茶道良子家
9:∞17:00 '1'央公民館

4 11 盆政}廷 11'会 IL所川原主主脱会 茶道遠州 ilrE

絵!市i1.民ノド会 チャーチ 1レ会 10:00 11:00 乍 1111(号) 1~ 占会 住i ~ J五〉、

木彫作品尿ぷ会 木彫の会 11 :00 12:00 民 J活発表会 lili庁川原氏品協会

染色 l頃〆"会 染色研究会 1111311 13:00 14:00 11'央公民館 dt鮮味線発占会 dt軒ー叫、線 jfIf栄会

， I ~ 近 Ijj! ，" 会 lî.fiJr川 IJ~T ，1:-j立会 14:00 15:00 ，1.] II"}'発 ， & 会 li所 川原 II-;-，tホ会
1111311 

山間刀 Fパレエ教宅総 Jif展示会 Ii所川原紫保会 15:00 15:30 バレエ発 }A会
9:00 17:00 中央公民館

- 411 絵 IIID 1.民心会 光 E事 ノ品弘、、 1111 4 11 14:00 15:30 '1'央公民館 飾踊ヲe}A 会 綾 扇 ~。ιミ、

ちきり絵1l'品IJ)I"、会 利紙らぎ η絵l't伎 JlII 5 11 13:00 16:00 )出l'魁合川塁崎li1 市内文化碑めぐ η I立L.II，斤イlヤI1阪b;u941t7令 J轟

日草作品 1良心 会 官事予三趣味の会 9:00 17:00 '1'央公民館 ;i!31同県Fl'l:IU会 li所 川 原 知:fx会
11111011 

梢ilii也 j-}j 10:00 12:00 '1'央公民館 制物研究発点会 ift椛舶物の会
'I~ ili 1.民示 会

市民主化会館 t干~発」臣会 117yl-斤2Q1Sll サlJ~iーク Jレ'1I;ili iS! I十1i市 12112211 12:00 16:00 

匝日

日記
五
所
川
原
俳
句
会

川
仮
に
で
人
向
の
れ
を
よ
く
洗

-1』
直
叫
，，

K
1

1
d
j
i
 

羽
ば
た
き
で
時
つ
く
り
け
り
羽

。fl，
り

抜
知

-L
L
北
人

ほ
ど
ほ
ど
に
熟
れ
で
林
楠
の
尻

ゑ
く
ぽ

敦
fT 
/11';' 
111 

砂
腔
し
跳
ね
と
ぶ
ち
ち
ろ
的
く

ち
ち
ろ

松
h
H
M子

な主!日
り世ザ

百-I
ざ
く
ろ
li 
ノj、
さ
き

と

斎
藤
今
円
子

東日f
子 こ
糸
σコ
色
美
し
く

女ずノj、

!日II来
子る

朝
顔
や
赤
子
目
覚
め
の
大
あ
く

び

成
田
市
子

験



⑨平成 3 年（1991年）10月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第745号） 

危険物取扱者・消防設備士の 
みなさん 

危；険斗勿1取扱者、消防設備士免】伏は、交付後10 
年に1回の「写真の貼替え」が義務イ寸けられノま

したので該当する方は、早めに手続きをして下

さい。 （例）昭和57年2月 5 日の免状交付一を受

けた場合は、平成4年2月 5 日となります。 

催し・講習 

話してみませんか一／ 

五所川原英語道場 
「英語で自分の考えを自山H 圧に話す」 こと

をめざす楽しいサークノレて二す。 英語の好きな人

は誰でも歓迎，ノ 

レ日時 毎週土曜日午後 7 時～9β寺 

＞場所 国連青少年の家（市中央公民館内） 

ン会費 無料 

※詳しいことは、国連青少年の家（＝⑩6056番） 

または、斎藤さん（胃⑩0592番）へどうぞ。 

第4回東日流祭 
	 青森職業訓練短期大学校 

レ日日寺】10月19日（土）、20日（日）10:00- 16:00 

レ行事 

〇公開講座（視聴覚教室）:10月20日 

時 間 演 	 題 講 演 者 

10 : 30'- 「フアジー」って 制御システム系 
ii: 00 何だろう 教官 佐々木進 

11:00- 
11:30 歯車の小径 

機械システム系

教官 森田永雄 

13:00- 計算機械の歴史と 電子情報システム系 
13:30 コンピコ一ータ 教官竹花洋次郎 

13:30 
14:00 続・「金」の話 

校長 工学博士

戸津一光 

〇自治会文化部発表〇卒業研究の紹介〇各科実

験実習設備の公開〇模擬店そのf也一般参加の企

画も御座いますので、多数のおいでをお待ちし

ています。 

※詳細につきましては、同校（雪0173-37-3201）へ 

租税教室の開催 
西北五地区税務協議会 

税金の種類や課税の仕弄狙みを止しく理解して 

頂くため、各種団体や組合等（特に制約はあり 

ません） を対象に行うものです。 

ン申し込み期限 平成 3 年11月15日 

ン必要事項 （ユ）団体名（組合）②開催日日寺 

③開催場所（④）参加人員⑤聞きたい事がら 

⑥開催責任者の氏名と住所、電話番号 

レ申し込み先 西北五地区税務協議会（国税、 

県税、市町才寸税）五所川原県税事務所総務課 

" 0173-34-3141 

消防用設備等のエ事・

整備に関する講習 
ン日日寺 ュ杓戊 3 自二11月20lI -'-2211 

午前 9時～午後 5日寺 

※ 類及び甲種、 乙二」種の別により講習日が異 

なりますので申し込み時に注意して下さい。 

＞会場 青森市荒川字藤戸119-5 
青森県総合社会教育センター 

レ受付期間 平成3年10月22日（火）~ 
11月 5 日（火） 

レ問い合せ 市消防本部予防課（"35-2019) 

が彦影八レ この指とまれ 

Festival at 勤労青少年ホーム 
（市産業まつりと同時開催） 

＞日時と内容 10月26日（土）PM 6: 30 チャリラ二

ィ前夜祭（ダンス・ねるとん桃鯨団・クごーム

とアトラクション・サーカス （菊栄会会員に

よる）) 
10月27日（日）AM 10 : 00 ドッチボール大会（棄j 
栄会会員）・各教室作品各種サークル作品展示 

・陶芸展示即売・お茶会・組ひも実演・少林

寺拳法演武・空手演武 

＞主催 菊栄会（ホーム利用者の会） 

ン場所と問い合せ 勤労青少年ホーム容34-3602 
@）チャ IJ ティバザー・野外模擬店、参加者大募

集．ク 当日会場にて受付します。 
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租税教室の開催
西北五地区税務協議会

税金の種類や説税の仕組みを正しく理解して

l兵くため、各種凶体や組合等(特に制約はあり

ま せん)を対象に行うものです。

じ〉申し込み期限平成 3年 11}:115日

仁〉必要事項 ① 凶体名(組合) ②開催日時

@I~H催場所④参加人員⑤聞きたい事が ら

@I剃 催 点 任者の氏名と住所、福話番号

仁>申し込み先 凶北五地区税務協議会(困税、

Y"!-税、「十i町村脱) 五所川原以税-!J_~務所総務議

官 017334 3141 

(第745号)

危険物取扱者・消防設備±の
みなさん

危険物取 扱者、消防設備土免状は、 交付後10

年に 1恒jの 「手兵の貼替え」が義務付け られま

したので該当する方は、半めに手続きを して下

さい。(例) fli5和57年 2片 5 同の免状交イ、jーを受

けた場合は、平成 4年 2月 5日となります。

広報ごしょがわら9，平成 3年(1991年)10月15円
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消防用設備等の工事・

整備に関する講習
じ〉 日時半成3年 11)-J20 日 ~22 日

午前 9t1寺~午後日時

※ 制及び叩種、乙種の別により講習臼が呉

な り ま す の でiドし込み時に注意して下さい。

じ〉会場青森市荒川手:藤戸 119-5

肯森以総合社会教育センター

じ〉受付期間平成 3 年10月 22μ(火)~

11}:1 5日(〆く)

(宮 35-2019)

話してみませんか/

五所川原英語道場
「英語で自分の考えを 自由向在に話す」こと

をめさす楽しいサークノレで‘す。英語の好きな人

は II佐でも総;迎/

じ〉 日時 毎週上Uj笠日午後 711~f~ 91"干

じ〉場所 凶i生古少年の家(汁iII~央公民館内)

じ>会費無料

※詳しいことは、困連占少年の家(宮 @6056ぷ:)

または、斎J泌さん (S@0592番)へど うぞ。

「 第4J333関長ゴ
-・，f¥¥"ry

fij)~!Jlj;ψ1 ・・・・・・この指とまれ

Festi悶 1at勤労青少年ホーム
(市産業まつりと同時開催)

c>日時と内容 10}:l 26日(土)PM 6: 30チャリテ

ィ前夜祭(ダンス ・ね る と ん 桃 鯨 団 ・ ゲ ー ム

とアトラクション ・サ ー カ ス ( 菊 栄 会 会 員 に

よる)) 

10月27日(仁1)AM 10: 00ドッチボーノレ大会(菊

栄会会品)・各教室作品各種サークノレ作品展示

.陶芸展示即売・お茶会 ・組ひも実演・少林

O自治会文 化部発表O卒業研究の紹介O各科実 寺拳法演武 ・空手演武

験実省設備の公IJ日O模擬j古その他一 般参加の企 仁〉主 催 菊 栄 会 ( ホ ー ム 利 用 者の 会 )

画も御座いますので、多数のおいでをお待ちし じ〉場所と問 い合せ 勤労青少年ホーム宮 34-3602

ています。@チャリティバザー・野外模擬l吉、参加者大募

※詳細につきましては、!日1校(宮 0173-373201)へ 集.ゲ 当日会場にて受付します。

。 0000000 @ 
五青和 三 秋太斎市贈市
所森田よ田田藤農 立
川県 長 北 啓園業 国
原文八人勉子良委 書
中芸郎氏氏氏氏員 館
央協氏，--..... ".--...， ，，-..... ..--...会 へ
口 会 ( 雛 沖 松 前
1 ..--. 飯田飯島田 図
タ錦詰)詰 町野 書
リ 宙丁 ~ ~ ~目 。コ

) 寄

市消防本音1Iイ，防課じ〉問い合せ

仁〉口時:10片 19臼(土)、 20日(臼) 10:00~16:00 

b千了ょ).1=

0公 l別講座 (悦聴覚教室) : 10月201':1

H寺|首j ~ 最g 講演者

10: 30~ 「ファジー」って 制御システム系

ll: 00 {OJだろう 教官佐々木進

II ・ OO~
歯車の小径

機械シスァム系

ll: 30 教官森閏永雄

13: OO~ 計算機械の歴史と '屯チ情報システム系

13: 30 コンヒュータ 教官竹11::洋次郎
13: 30 

続 ・「金Jの話
校長工学博士

14: 00 戸津一光
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戦傷病者等の妻の皆様へ 
次に該当する戦傷病者等の妻に、特別給付金

が支給されます。 

(1） 昭和58年 4 月 2 日以降に、戦傷病者等と婚

姻した妻、又は同日」以降に爾後重症により、 

第五款症以上の戦傷病者等となったものの妻

であって、平成 3 年 4 月1 日において、戦傷

病者等である夫が、第五款症以上の増加恩給

等を受けていた方。 

（額面15万円〔軽症者半額〕、 5 年償還の国債） 

(2） これまでに一定の特別給付金受給権を取得

した妻であって、昭和58年 4 月1 日から、昭

和61年 9 月30日まてるの間に、戦傷病者等であ 

~ る夫が戦争公務による戦病以外の原因により

死亡した方。 

（額面 5 万円、 5 年償還の国債） 

＞間い合せ 県障害福祉課廿0177-22-1111内線 

2296番又は、市役所市民課（内線262番） 

引揚者の皆様へ 
●先の大戦の終戦に伴い本邦以外の地域から弓「 

揚げてこられた方で、「引揚者等に対する特別

交付金の支給に関する法律」（昭和42年法律第 

114号）による特別交付金を受給された方に、 

内閣総理大臣名の書状を贈呈いたします。 

●請求は、 9 月 2 日（月）から平和祈念事業特別基

金で受けイ寸けます。 

（請求書類は、基金及び都道府県・市町村など

の窓口に置いてあります。） 

●請求・お間い合わせ先 

平和祈念事業特別基金 業務第二課 

， 〒112 東京都文京区大塚5-3-13 

= 03-3945-4703・ 4707 

産 業 

応援します、ゆとりある人生 
事業主の退職金制度 

小規模企業共済― 

「小規模企業共済制度」は、いわば、国がつく

った事業主のための退職金制度です。 

事業主であるあなたが、第一線を退いたとき

などに、法律で定められた共済金が支払われま

す。 掛金は、全額所得控除となり、節税をしな

がら財産一づく りのお役にたちます。 

この制度の詳しい内容は、最寄りの、市町村

の商工会議所・中小企業団体中央会・金融機関

又は、小中企業事業団へお問い合わせ下さい。 

移動農業委員会開催 
―地域別集会ー 

農家の皆さん、市農業委員会では、 あらゆる

農業問題について、皆さんのご意見や、 ご質問

を承わるため、移動農業委員会を開催します。 

ま昭秀い合わせのうえ、 ご来場下さい。 
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困
 

午前 
9 時30分 

梅沢 

コミュニテイ 
七ンター 

日
  

胆
困
 

午後1時 
コミュニテイ

センタ―栄 

日
  

脇
岡
 

午前 
9 時30分 

コミュニテイ

センター松島 

10月25日 
（金） 

午後 1時 
コミュニテイ

センタ一飯詰 

日
  

腰
囲
 

午前 
9 時30分 

コミュニテイ

七ンタ 長橋 

10月28日 
（月） 

午後 1時 
コミュニテイ

センタ一七和 

日
  

肌
欧
 

午前 
9 時30分 

毘沙門・長富
コミュニテイ

センタ一 

日
  

腰
因
 

午後 1時 
コミュニテイ

センタ 三好 

口
H
 
 

肌
休
 

午前 
9 時30分 

コミュニテイ

センター中川 

日
  

肌
は
 

午後1時 
産経会館 

4 階会議室 

住宅金融公庫情報二 
住宅金融公庫の融資は、一般の住宅ローンな

どに比べ、返済期間も （木造25年、耐火35年） 

長期で、金利もかなり低く （125mg 以下の新築住

宅で、年5.5%） と大変楽な返済計画を立てられ

ます。 

また、借入申し込みの手続きは、お近くの金

融機関でできますので、大変便利です。 

住まいの新築‘購入・増・改築などをお考え

の方は、ぜひ、公庫融資をご利用下さい。 

ン間い合せ 住宅金融公庫か022-227-9311 

又は、 お近くの金融機関 

露岡突費矛助国助冒園 
期間 平成 3 年10月21日～10月27日 

市民のみなさん、 くれぐれも火の元には 十分

注意して防火につとめましょう。 

レ主な行事日程 

010月20日（日） 熱気球による事前防火広報 

010月21日（月）-10月25日（劃 ，肖防クイズ受付 

（問題は消防署に備えつけています。 優秀者に

は、抽選で 5 名の方に消火器をプレゼン ト。 

発表は、11月15日号の広報ごしょがわらに掲

載します） 

010月21日（月） マ肖防署による車両パレード 

010月22日（火） 消防団による車両パレー ド 

010月23日（水）・一日，肖防長、五所川原地域防災 

協会、幼年消防クラブによる街頭パレー ド・ 

熱気球体験塔乗 

平成 3年(1991年)10月15日 広報ごしょがわら (第745号)叫

戦傷病者等の妻の皆様ヘ
次 に該当する戦傷病者等の妻に、特別給付金

が支給されます。

(1) 昭和58年 4月 2日以降に、戦傷病者等と婚

姻した妻、又は同日以降に爾後重症により、

第五款症以上の戦傷病者等となったものの奏

であって、平成 3年 4月 1日において、戦傷

病者等である夫が、第五款症以上の増加恩給

等を受けていた方。

(額面15万円〔軽症者半額〕、 5年償還の国債)

(2) これまでに一定の特別給付金受給権を取得

した奏であって、昭和58年 4月 1日から、昭

和 61年 9月30日ま での聞 に、戦傷病者等であ

る夫が戦争公務による戦病以外の原因により

死亡した方。

(額面 5万円、 5年償還の国債)

じ〉 問い合せ 県障害福祉課宮 0177-22-1111内線

2296番又は、市役所市民課(内線262番)

引揚者の皆様ヘ
-先の大戦の終戦に伴い本邦以外の地域から引

揚げてこられた方で、「引揚者等に対する特別

交付金の支給に関する法律J(昭和 42年法律第

114号)による特別交付金を受給された方に、

内 閣総理大臣名の害状を贈呈いたします。

・請求は、 9月 2日(月)から平和祈念事業持別基

金ても受け付けます。

(請求害類は、基金及び都道府県 ・市町村など

の窓口に置いであります。)

-請求・お問い合わせ先

平和祈念事業特別基金 業務第二 課

〒 112東京都文京区大塚5-3-13

宜~03-3945-4703 ・ 4707

ぐ産 業〉

応援します、ゆとりある人生
事業主の退職金制度

一 小規模企業共済一

「小規模企業共済制度」は、いわば、同がつく

った事業主のための退職金制度です。

事業主であるあな たが、第一線を退いたとき

などに、法律で定められた共済金が支払われま

す。掛金は、全額所 得控除となり、節税をしな

がら財産づくりのお役にたちます。

この制度の詳しい 内脊は、最寄りの、市町村

の商 工会議所・中市企業団体中央会・金融機関

又は、小中企業事業団へお問しミ合わせ下さい。

移動農業委員会開催
一地域別集会一

農 家 の 皆 さ ん 、 市 農 業 委 員 会 で は 、 あ ら ゆ る

農業問題について、皆さんのご意見や、ご質問

を承わるため、移動農業委員会を開催します。

お誘い合わせのうえ、ご来場下さい o

1>日平呈

月 日
時 開 場 所

月日
時 間 場 plf 

(限) (B霊)

10月24n午前 悔沢 10月24日
午後 1時

コミェニティ
(木) 9時30分

コミュニティ
(木) センター世センター

10月25日 午前 コミュニティ 10月25R 
午後 l時

コミェニテ4

(金) 9時30分 セノター松島 (金) 七ンター飯諸

10月28R 午前 コミュニティ
10(月月28)円 午後 l時

コミュニティ
(月) 9時30分 センタ 民情 セノ タ一七相

10月29日 午前 見沙1"1・民寓
10(月火29)日 午後 1時

コミ 1ニテイ
(火) 9時30分

コミ 1ニティ
センターミ好セノター

10月30日 午前 コミ ェニティ
10(月水30)日 午後 l時

産統合館

U主L 9時30分 セノター中川 4附会議宅

「住宅金融公庫情報「
住宅金融公庫の融資は、 一 般 の 住 宅 ロ ー ン な

どに比べ、返済期間も(木造25年、耐火35年)

長 期 で 、 金 利 も か な り 低 く (125m'以 下 の 新 築 住

宅で、年5.5%) と大変楽な返済計画を立てられ

ます。

また、借入申し込みの手続きは、お近くの金

融機関でできますので、大変便利です。

住まいの新築 ・購入・増 ・改築などをお考え

の方は、ぜひ、公庫融資をご利用下さい。

1>問 い 合せ 住宅金融公庫ft022-227-9311

又は、お近くの金融機関

~羽決縫v~包司~@
期間平成3年10月21日'"'-'10月27日

市民のみなさん、くれぐれも火の元には十分

注意して防火につとめまし ょ う。

1>主な行事日程

010月20円(m 熱気球による弔前防火広報

010 月 21 円(月)~10月 25 日 (鉛消防クイズ受付

(問題は消防署に備えつけています。イ愛秀者に

は 、 抽 選 で 5名 の 方 に 消 火 器 を プ レ ゼ ン ト 。

発表は、 11月15円号の広報ごし ょが わ ら に 掲

載します)

010月21日(月) 消 防 署 に よ る 車 両 パ レ ー ド

010月22日仇) 消 防 団 に よ る 車 両 パ レ ー ド

010月23円(水)・一日 消防 長、 五所 川原 地域 防災

協会、幼年消防クラブによる街頭パレード・

熱気球体験塔乗



児童手当が変ります 
ー平成I4年 1 月 1 日より― 

今までは、 2 人目の児童から対象としてい

ましたが、改正後は、 1人目の児童から受け

ることができ、平成 3年1月 2 日以後に生れ

た児童が対象となります。 

この手続きは、平成 3年11月 1日から、12 
月27日までの間に事前請求ができます。 
@）児童手当支給額 

	

支給金額 第1子一 	5,000円（月額） 

	

第 2 子 	5,000円（ " ) 
第 3 子一以降10,000円（ 'I) 

※但し一定以上の所得がある方は、受給の制 

限があります二 

@）受ける児童の年齢が変ります 

平成 4年1月 1日～12月31日までは、 5歳 

未満の児童が対象になります。 

⑨次の児童は、平成 4年1月 1日を以って、 

受給が消滅となります。 

・昭和60年4月2日～昭和60年12月31日（満6歳） 
・昭和61年1月1日～昭和61年12月31日（満5歳） 

※現在受給しているすべての児童が、平成 4 
年1月 1 日で、なんらかの変更があります

ので、広報等に注意して下さい。 

＞問い合せ 市民課児童手当係（内線262番） 

⑩平成 3 年（1991年）10月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

（第745号） 

Cラコフ”一ニこ二 
g おし⑤営と 
:― 	募 集 

、 、～＝、一～T7 一／ ' 

福 祉 

母子家庭等の医療給付の 
制度が改正 

当市では、 所得の少ない母子家庭等の医療費

の負担を軽減することにより、 母子家庭の児童

の健康保持と、 福祉の増進を凹ることを目的と

した医療制度を実施することになりました。 

レ対象者（イ）母子家庭の母が扶養する児童及

び、父母のない児童18歳（最初の 3 月31日） 

まて、 

（ロ） また、その児童を養育してル、る母 

(1カ月につき本人負担1,000円） 

この手続きは、10月中に申請した場合に限り

今回のみ、10月 1日からの該当となり、その以

後は、 申請月日以降の該当となります。 

なお、既に平成 3 年度の更新手続きをされた

方には、 8月に受給資格証を交イ寸しましたが、 

新たに該当する方は、 保険証と印鑑を持参のう

え、下記までおいで下さい。 

ン申請手続と問い合せ 市福祉事務所児童係 

（内線 243) 

ロ精神薄弱者にIま 	 フ
旅客運賃割引制度が適肝 

平成 3 年12月 1 日より実施ー 

1．旅客鉄道株式会社（ JR）等 

①第一種精神薄弱者が介護者と共に乗車する

場合は、普通乗車券、定期乗車券、回数乗車二

券、普通急行券が、介護者とも 5割引。 

②第一種精神薄弱者及び、第二種精神薄弱者一

が単独で、100 km を超えて乗車する場合は、 

普通乗車券が 5割引。 

（③ 12歳未満の者が、定期乗車券を購入する場

合は、障害の程度にかかわらず、介護者の通

勤定期乗車券が 5割引。 

④各民営鉄道は JRに準ずる。 

※①③とも小児定期乗車券は適用外となります 

2 ．バス・タクシー・旅客Ilf寺 

(i）原則として、旅客鉄道（株）等に準ずる。 

②バスの場合は距離制限がありません。 

③タクシーについては、 当面六大都市など一

部地域で実施。 

3 ．航】 空 

①満12歳以上の第一種精神薄弱者が介護者と

共に旅行する場合は、介護者とも、普通大人

片道運賃の25%が割引。 

②満12歳以上の第二種精神薄弱者が、月編虫て三

旅行する場合は、普通大人片道運賃の25％が

害‘引。 

4 ．愛護手帳の書換え 

割弓は運賃によって乗車される場合には、 

手帳を提示していただきますので、お手持の

愛護手帳と印鑑をご持参の上、下記までおい 

で下さい。 (10月21日より受付一しまーす） 
	, 

ン問い合せと受付 福ネ止事務所福ネ止係（内線29の 

、  
、くミ、、 	市役所 公35一2111 

、～一一二二gフでー 

ω平成 3年(1991年)10月15日 広報ごしょがわら (第745号)

「母子家庭等の医療給付のつ
制度が改正一」

当市では、所得の少ない母子家庭等の医療費

の負担を軽減することにより、母子家庭の児童

の健康保持と、福祉の増進を図ることを目的と

した医療制度を実施する ことにな りまし た。

じ〉対象者(イ)母チ家庭の母が扶養する児童及

び、父母のない児童18歳(最初の 3月31日)

まても

(ロ)また、その児童を養育している母

(lヵ月につき本人負担1，000円)

この手続きは、 10月中に申請した場合にI繰り

今邑jのみ、 10月 1日から の該当となり、その以

後は、申請月日以降の該 当となります。

なお、既に平成 3年度の更新手続きをされた

方には、 8月に受給資格証を交付しましたが、

新たに詰当する方は、保 険証と印鑑を持参のう

え、下記までおいで下さい。

じ〉 申請手続と問い合せ 市福祉事務所児童係

(内線 243)

「精神薄弱者には
」一一旅客運賃割

一一平成 3年 12月 1日より実施一一

1 .旅客鉄道株式会社 (JR) 等

① 第 一種 精 神 薄 弱 者 が 介 護 者 と 共 に 乗 車 す る

場 合 は 、 普 通 乗 車 券 、 定 期 乗 車 券 、 回 数 乗 車

券、千年通急行券が、介護者とも 5割引。

②第 一種材料1梢弱者及び、第二 種精神薄弱者

が単独で、 100kmを超えて乗車する場合は、

普通乗卓券が 5割引。

③ 12歳 未 満 の 寄 が 、 定 期 乗 車 券 を 購 入 す る 場

合は、障省の程度にかかわらず、介護者の通

勤定期釆卓券が 5割引。

④各民営鉄道は JRに準ずる。

※①③とも小児定期乗車券は退i尉外となります

2. パス・タクシー ・旅客船

① )}兵員Ijとして、旅客鉄道(株)等に準ずる。

② パ ス の場合は距離制限がありません。

③ タクシーについては、当面六大都市など一

部地域で実施。

3.航 空

①満112歳以上の第一種精神薄弱者が介護者と

共に旅行する場合は、介護者とも、普通大人

片道運賃の25%が割引。

② 満 12歳以上の第二種精神薄弱者が、単独で

旅行する場合は、普通大人片道運賃の25%が

筈リ弓|。

4. 愛護手帳の書換え

割 引 き 運 賃 に よ っ て 乗 車 さ れ る 場 合 に は 、

手帳を提示していただきますので、お手持の

愛 護 手 帳 と 印鑑をご 持 参 の 上 、 下 記 ま で お い

で下さい。 (10月 21日より受付します)

じ>問い合せと受付福祉事務所福祉係(内線294)

ι宅童手当;が変:ゆま:す議
一平成 4年 1月 1日より一

今までは、 2人目の 児童から対象としてい

ましたが、改正後は、 1人目の児童から受け

ることができ、平成 3年 1月 2日以後に生れ

た児童が対象となります。

この手続きは、平成 3年 11月 1日から、 12

月27日までの間に事前請求ができます。

。 児童手当支給額

支給金額第 1子 5，000円(対頒)

第 2子 5，000円 ( 11 ) 

第 3チ以降10， 000 P:J ( 11 ) 

※但し一定以上の所得がある方は、受給の制

限があります。

。 受ける児童の年齢が変ります

平成 4 年 1 月 1 日 ~12月 31 日までは、 5歳

未満 の 児 童 が 対 象 に な り ま す 。

@ 次の児童は、平成 4年 1月 1日を以って、

受給が消滅となります。

・昭和60年 4片 2日~昭和60年 12月 31日(満6歳)

・昭和61年1月 1 1=l ~昭和61年12月 31 日(満5歳)

※現在受給しているすべての児童が、平成 4

年 1月 1日で、なんらかの変更があります

ので、広報等に注意して下さい。

じ〉問い合せ 市 民 謀 児 童 手 当 係 ( 内 総262番)



江 渡 医 院

小笠原内科医院

兼平内科小児科医院
川崎胃腸科内科医院

木 村 内 科 医 院
健生病院五所川原診療所 

佐藤仁外科胃腸科医院

佐藤内科小児科医院

荘 司 内 科 医 院

清水胃腸科外科医院

白戸胃腸科外科医院
西 北 中 央 病 院 

田辺胃腸科外科医院

対馬内科小児科医院

冨田胃腸科内科医院

中村整形外科病院

中 村 内 科 医 院
永田小児科内科医院 
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平成 3 年（1991年）10月15日 

~ほけんだより 市役所 35-2111 

~この欄の問い合せ 

~ 	保健環境課 （内線268 272) 

11月の健康センター相談日 

11月 1日、 8 日、15日、22日、29日で、す。（毎

週金曜日J （尚、1日、8 日、15日は午前中です。） 

レ日寺間 午前10時から午後 3 日寺まて二。 

レ内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応5じますので・、赤ちゃんからお年寄りまて冬

お気軽にご利用ください。 

人の命を救う 
「愛の献血」にご協力を 1! 

期 	日 時 	間 場 	所 

11月 5 日 

（火） 

午前10時から

正午まで 

栄町 

県合同庁舎前 

乳幼児の健康診査 
D場所 市保f建センター 

）受付時間 12:3O-12:45まてる 

D持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児はアンケートと尿を小ビンに人れて持

参くださし、。 

※注意 （①）6 カ月健康相談につごうで来れなか

った場合は、神経芽糸田胞腫（小児がん）a）検

査セッ トを、母子1建康手帳を持参のうえ保健

環境課窓口にもらいにきてください。 (6 カ

月、 7 カ j」児に限るJ 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子一

さんはご遠慮ください。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 H3年 7 月生まれ 11月12日（火） 健康診査 

6 カ月児 H3年4月生まれ 11月19日（火） 健康相談 

1 歳児 H2年10月生まれ 11月25日（月） 健康相談 

1歳 
6 カ月児 

H2年 5 月生まれ 11月26日（火） 健康診査 

3 歳児 S 63年 7 月生まれ 11月21日（木） 健康診査 

ミ昌ドック受けて安心あすへの健康 
市て叫よ40歳以上の方（7H建康管理と成人病の早期発見のため、J「ミ本健康診査（ミニドック） を実施 

しています。 対象となる方はぜひ受けてください。 

※職場等で1建康診査を受けられる方は除きます。 

対 象 者 市内にお住まいの満40歳以 Eの方。 

受診方法 

実施医療機関、市役所保健環境課および各支所の窓口に巾し込み
用紙を備えておりますので、保険証持参のうえ巾し込んでくださ
い。 （各支所で中し込まれる方はド記の医療機関のいずれで受診

するか指定してください。） 

実施期問 随時実施しています。 

実施時間 
医療機関によって実施時間が違いま I
てくださし、。 

マ）で、中し込み時に確認し 

料 	金 無料です。 

診査項目 
問診、身体測定、血圧測定、心電図，尿検査、貧血検査、肝機能
検査 

→K実施医療機関名米 

平成3年 (1991年)10月15円 広報ごしょがわら (第745号)(!/' 

jほけんだより 市役所 35-21111 

この欄の問い合せ ! 
保健環境課 (内線268・272)

1 1月の健康センター相談日

ll}] 1 1:1、 811、 1511、 2211、 2911です。 (1lJ， 

週令IIlil1-1 0) (尚、 1II、8rl、15日は午前中ですJ
b時間 午前1011，¥'，から 午後 311、子まで。

1>内容 l血圧iJI'1定、尿検任等を合めた健康不11.:炎

に応じますので、赤ちゃんからむ年寄りまで

む気t怪にご利用くださし、。

人の命を救う
「愛の献血」にご協力を!!

時 ji¥1 場 ゆf

午前10時から |栄町

正午まで|県合同庁舎前

与

乳幼児の健康診査
1>場所 dif長f建センター

1>受付時間 ]2:30-12:45まで

1>持参するもの 吋刊住康子帳、パスタオル

3 ，;;，災児はアンケートと I/J<を小ピンに人れてJ子

参くださいコ

※注意 ① 6カ川健康キ1"1淡につごうで;fとれなか

っ た場介l立、神経::，r利11)1包JJ弔 (小川がん)の検

作七 y トを、昨日社u~t王子帳 を持参のうえ保健

環境"県窓11に も ら い に きてください(6力

) 1、 7カ)1リ己 に11，艮る。)

②病気服姿，'， (特 に伝染'1"1二の病気)のお子

さんはこ 辺n&:ください

}j令 主I 象 ノYc. J例 μ 内各

3ヵ}jYc H3年 7fE主まれ 11}J 12i::1 (火) 健ん長d金王宝

6ヵ}j1Jt H3年 4}J生まれ 1l}J 19i::1 (火) 鎚1お相談

l歳児 H 2;1三10}j生まれ 11}j 25 Jj (刀) 健康相談 l

1歳
H2年 5}J生まれ 11月初日(火) 弘主}永診企f6ヵ刈Yc

3歳 lJt S63年 7)J 生まれ 11対21Jj (木) 世1lJ.おz診1i

さき~Wψタ受けて安心あすへの健康
l行では40ぷ以 lての)7のf建康行.fI1lと成人病の '，'，JtJJ発見のため、)，1<本fえttJお，1会ずで(ミ ニ ド y ク) を')，:;施

して います。 対象となる かはぜひ受けてくださし」

※職均等で健康"会f'tを'受けられる}JIよ除 きます。

江渡医院

小 笠原内科医院

兼平内科小児科医院
川崎円腸科内科医院

木村内科医院

健生病院五所川原診療所

対象者 1'il勾におfl，まいのir:IJ40，;長以上の}J

受診方法

'丸山|剛氏機l刻、，jilll'/'Ii-(引位向v立浪む 上び九支所の窓1'1ニ'1'し込み
川紙キ1耐えておりま「ので、保険.¥11一持参の〕 え，'， し込んでくださ
い (作文川でI(rし込まれる }jlJ1、，:cの|宍僚機関のい nlで交"告
するかJ行定しでください)

品lill，'t夫!jI!iしていま 4-

|莞僚機関によって'丸山11."1'1111が述いますので、1(1し込みH、干に附tt{!，し
てください

I(，l/巨;WJ之、心l引χ|、I，J{検f主、 11'(/1検ft、月|機能

米 実施医療機 関名 米

佐藤仁外科円腸科医院

佐藤内科小児科医院

荘司内科医院
清水円腸科外科医院

h戸円 11易科外科医院

西北中央病院

田辺円 11易科外科医院

対局内科小児科医院

冨田 円11易科内科医院
中村繋形外科病院

中村内科医院

永田小児科内科医院

1I生会円)陥病院
復明堂医院

嶋田 病院

三 好診療所
森田 診療 所

森内科小児科医院
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